
   

    

             

 
 

  

   

元
神
論 

西
洋
の
“
元
神
”
説 

 

一
、
西
洋
の
元
神
は
特
別
な
心
理
状
態
の
下
で
起

こ
る
超
常
能
力
、
霊
感(

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン)

を
指
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
１
０
０
年
以
上

前
の
建
物
は
新
し
い
建
物
よ
り
人
気
が
あ
り
ま
す
。

霊(

凡
人
に
は
見
え
な
い
神
と
分
け
る
体
の
一
つ)

が
住
む
と
考
え
る
か
ら
で
す
。 

 

創
造
活
動
中
に
、
精
神
が
超
常
能
力
の
状
態
に

入
る
と
、
元
神
は
そ
の
作
用
を
発
揮
し
、
行
動
で

神
の
意
志
を
表
現
し
ま
す
。
ピ
カ
ソ
の
絵
は
元
神

の
現
れ
の
一
つ
の
例
で
す
。 

 
二
、
宇
宙
間
に
は
私
た
ち
が
ま
だ
認
識
し
て
い
な

い
能
量(
エ
ネ
ル
ギ
ー)

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ

の
能
量
は
無
意
識
の
と
き
に
存
在
し
、
効
果
が
出

て
初
め
て
認
識
さ
れ
ま
す
。
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食

べ
て
身
体
が
温
か
く
な
っ
た
等
の
認
識
の
仕
方
を

生
命
の
感
応
と
い
い
ま
す
。
植
物
や
動
物
、
山
や

川
と
会
話
で
き
る
、
日
や
月
が
体
の
一
部
に
な
る

等
の
魂
と
身
の
結
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
感
応
は
、

識
神
能
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。  

 

三
、
知
覚
超
限  

知
覚
超
限
と
は
知
覚(

識
神)

が
人
間
の
認
識
の
限

り
を
越
え
る
こ
と
で
す
。
普
通
の
知
覚
は
微
小
知

覚
の
集
中
、
識
神
以
外
の
知
覚
は
超
限
知
覚
と
い

い
ま
す
。
氷
山
の
真
正
の
力
は
、
水
面
の
下
に
あ

る
見
え
な
い
力
で
す
。
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
事
故
で
、

船
長
に
は
水
面
下
の
真
正
の
力
が
見
え
な
か
っ
た

の
で
す
。
意
識
で
認
識
で
き
る
の
は
表
面
に
見
え

る
も
の
だ
け
で
、
奥
に
あ
る
も
の
を
認
識
で
き
る

真
正
の
意
識
は
無
意
識
で
す
。
地
震
や
病
気
の
発

生
の
原
因
は
地
球
の
本
能
、
自
分
の
身
体
の
本
能

に
あ
る
と
と
ら
え
ま
す
。
気
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

で
す
。 

 

四
、
地
震
、
台
風
等
災
難
の
発
生
を
、
西
洋
で
は

一
部
を
地
球
の
本
能
と
考
え
、
他
の
部
分
は
認
識

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
気
功
で
は
地
震
発
生
の
原
因

は
自
然
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
仙
人
た
ち
の
活

動
と
も
と
ら
え
ま
す
。
地
震
は
仙
人
が
地
脈
を
と

る
と
き
や
、
海
の
下
の
別
世
界
の
気
脈
を
と
る
と

き
に
発
生
す
る
と
い
い
ま
す
。 

  

西
洋
の
意
識
説 

  

意
識
は
前
意
識
と
無
意
識
と
に
は
っ
き
り
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
観
念
に
違
い
が
あ
る
だ

け
で
す
。 

意
識
―
現
在
意
識(

今
も
っ
て
い
る
知
恵
力
、
元
神 

 
 

に
対
応
す
る
意
識)

の
こ
と 
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前
意
識
―
初
め
て
食
べ
た
け
れ
ど
前
に
食
べ
た
こ

と
が
あ
る
な
ど
甦
る
意
識  

無
意
識
―
睡
眠
中
の
意
識
な
ど
、
自
分
で
指
示
、

誘
導
で
き
な
い
意
識 

 

人
格
に
は
一
致
性
、
通
貫
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

時
期
や
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
人
格
は
変
わ
り
ま

す
。
し
か
し
、
元
神
は
人
の
本
能
、
思
惟
と
行
為

に
ず
っ
と
影
響
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
本
能
は

深
い
無
意
識
の
中
に
隠
れ
て
い
ま
す
。
元
神
は
無

意
識
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
普
通
の
と
き

に
は
認
識
で
き
ま
せ
ん
。
台
風
、
雨
な
ど
天
気
の

操
作
、
地
震
な
ど
の
予
期
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
。

元
神
に
は
人
の
思
惟
を
永
久
に
支
配
す
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。 

 

精
神
世
界
は
よ
く
変
化
す
る
映
像
、
本
能
と
理

智
、
無
意
識
と
意
識
、
動
物
性
と
社
会
性
な
ど
、

互
い
に
作
用
転
化
の
系
統
で
す
。
企
業
精
神
な
ど

は
言
葉
を
使
う
よ
り
精
神
的
な
も
の
で
す
。 

動
機

(

～
し
た
い
、
や
り
た
い)

の
昇
華
は
精
神
に
あ
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
動
機
は
、
不
断
の
改
良
・
修

正
を
繰
り
返
し
、
更
に
革
命
を
す
る
こ
と
で
完
美

な
精
神
世
界
を
達
成
し
ま
す
。 

  

無
意
識
の
元
神
は
と
て
も
複
雑
で
す
が
、
と
て

も
自
然
で
最
も
有
効
な
功
能
を
持
ち
ま
す
。
元
神

が
一
旦
発
現
す
れ
ば
人
類
の
巨
大
な
進
歩
に
な
り

ま
す
。 

 

気
功
の
一
番
大
切
な
鍵
は
深
層
の
元
神
の
発
現
、

気
功
と
身
体
、
意
識
、
呼
吸
の
完
美
結
合
に
あ
り

ま
す
。
元
神
を
認
識
す
る
環
境
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
の
脳
力
を
も
っ
と
高
級
な
能
力
に
し
、

想
像
力
と
直
覚
力
を
毎
日
更
新
す
る
能
力
を
持
ち

ま
す
。 

  

心
理
分
析
学  

  

人
の
精
神
活
動
の
一
部
は
意
識
状
態
の
下
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
大
部
分
の
精
神
活
動
は
無
意
識
の

下
で
行
わ
れ
ま
す
。
象
棋
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
ほ

と
ん
ど
無
意
識
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
不

知
不
覚
・
潜
在
意
識
の
中
の
行
為
で
す
。 

 
潜
在
意
識
は
前
意
識
と
無
意
識
と
に
分
け
ら
れ

ま
す
が
、
は
っ
き
り
分
け
る
の
は
難
し
い
も
の
で

す
。
前
意
識
は
人
に
よ
っ
て
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

 

沖
動(

～
を
や
り
た
い) 

願
望(

～
し
た
い) 

知
覚(

甦
る
も
の) 

経
験(

人
生
の
経
験) 

に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

過
去
に
体
験
し
て
い
る
は
ず
の
前
意
識
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
し
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
や
何
ら
か
の
圧
迫
に
よ
っ
て
脳
に

印
象
が
な
く
な
る
か
ら
で
す
。 

こ
の
前
意
識
は
練
功
で
甦
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

１
、
無
意
識
は
精
神
レ
ベ
ル
が
高
く
、
遠
祖
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
無
意
識
に
は
先
世
の
経
験
、
内

容
、
お
互
い
の
影
響
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
入
静
・
夢
・
幻
想
の
中
に
出
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

で
は
、
な
ぜ
先
世
の
意
識
が
無
意
識
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
孟
婆
神(

亡
者
の
前
世
の
こ
と
を
忘
れ

さ
せ
る
薬
湯
を
飲
ま
せ
る
神)

の
働
き
に
よ
る
も

の
で
す
。 

“
奈
何
橋
孟
婆
湯
”(

前
世
と
来
世
の
間
に
架
か

る
橋
を
渡
る
と
孟
母
が
湯
を
渡
す
。
そ
の
湯
を
飲

む
と
前
世
の
記
憶
が
な
く
な
る) 

 

２
、
無
意
識
は
老
子
の
言
葉
の
“
凝
神
入
気

穴
”(

練
功
で
入
静
し
て
精
神
を
集
中
し
気
の
穴

の
中
に
入
る
と
無
意
識
が
見
え
る)

に
あ
る
よ
う

に
、
凝
神
の
あ
と
見
え
る
も
の
で
す
。 

 

３
、
無
意
識
は
全
新
的(

全
て
新
し
い)

で
知
ら
な

い
秩
序
で
す
。
こ
の
秩
序
を
知
っ
て
い
る
と
で
き

な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し



無
意
識
は
識
神
で
は
把
握
で
き
な
い
も
の
で
す
。 

 

４
、
こ
の
秩
序
は
人
と
自
然
、
社
会
の
関
係
の
基

本
で
す
。
私
た
ち
の
理
解
力
、
智
恵
力
の
本
で
す
。 

 

５
、
こ
の
秩
序
は
人
類
の
潜
在
意
識
の
中
に
存
在

し
、
識
神
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
す
。
人
の

情
感
・
知
覚
・
想
像
・
理
解
力
な
ど
を
決
定
し
ま

す
。
無
意
識
は
宗
教
・
原
始
芸
術
・
児
童
芸
術
の

中
に
よ
く
出
て
き
ま
す
。 

 
 

高
峰
体
験=

元
神
独
立 

 

一
、
自
分
の
生
活
の
中
の
す
ば
ら
し
い
体
験
、
珍

し
い
不
思
議
な
創
造
的
な
思
想
が
出
る
時
刻
を
高

峰
体
験
と
い
う
。 

 

二
、
最
大
限
度
、
自
分
の
能
力
と
智
慧
を
使
っ
て

新
し
い
精
神
状
態
に
入
り
、
成
熟
・
完
美
、
目
標

を
達
成
す
る
人
を
自
我
実
現
の
人
と
い
い
ま
す
。 

 

三
、
自
我
実
現
の
状
態
は
最
高
・
最
和
諧
の
状
態

で
、
夢
中
に
な
っ
て
喜
び
、
宿
願
を
果
た
し
ま
す
。

極
度
の
喜
び
な
ど
で
、
目
の
前
の
幕
が
突
然
開
き
、

新
し
い
世
界
が
開
か
れ
ま
す
。
見
え
な
い
も
の
も

見
え
る
超
高
級
の
楽
し
み
が
あ
り
、
愉
快
な
世
界

で
す
。
そ
れ
は
仙
人
レ
ベ
ル
の
世
界
で
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
は
宇
宙
の
本
質
と
秘
密
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

四
、
高
峰
体
験
は
元
神
体
験
で
す
。
一

瞬
の
間
に
別
の
世
界
に
入
り
ま
す
。
最

高
の
愉
快
が
心
身
に
充
満
し
て
、
認
識

は
自
由
の
空
間
に
入
り
ま
す
。
不
幸
・

恐
ろ
し
さ
・
不
安
が
離
れ
て
い
き
ま
す
。

創
造
力
や
想
像
力
が
、
今
現
在
の
思
惟

を
超
越
し
、
元
神
を
最
大
限
生
か
せ
ま

す
。
精
神
は
無
限
度
に
開
発
さ
れ
、
何

で
も
思
う
ま
ま
に
届
け
ら
れ
、
身
と
心

は
宇
宙
と
共
に
永
恆
の
も
の
に
な
り
ま

す
。 

 
秋
の
練
功
会 

 

秋
は
収
穫
の
季
節
で
す
。
萬
物
結
実
、

碩
果
累
累
の
時
期
は
歌
い
、
踊
る
か
の
よ
う
に
気

功
練
功
を
楽
し
む
生
活
体
験
が
あ
り
ま
す
。 

１
０
月
２
２
日
、
私
た
ち
は
２
０
１
７
年
度
の

秋
の
練
功
会
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
突
然
の
国
会

解
散
に
伴
う
選
挙
の
為
に
練
功
会
開
催
予
定
の
会

場
と
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
ご
協

力
を
頂
き
、
市
川
南
自
治
会
館
で
無
事
開
催
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
気
は
陰
の
気
が
多
く
、
台

風
の
影
響
で
秋
の
練
功
会
は
激
し
い
雨
の
中
で
進

行
し
ま
し
た
。 

陽
主
動
主
昇
発
、
陰
主
静
主
蘊
蔵
。 

 

今
回
の
練
功
会
で

は
皆
様
か
ら
大
爆
発

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま

し
た
。 

 

気
功
理
論
の
お
話

は
『
元
神
論
』
で
す
。

『
元
神
論
』
は
気
功
の

高
級
理
論
と
し
て
中

国
春
秋
時
代
か
ら
盛

ん
で
し
た
。
２
５
０
０

年
前
か
ら
今
に
至
る

ま
で
気
功
最
高
理
論

と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。
『
元
神
論
』
を

お
話
し
す
る
時
、
皆
様

の
表
情
は
全
身
全
霊

で
聞
い
て
い
ま
す
。
や

は
り
こ
の
一
年
、
各
教
室
の
理
論
教
学
も
上
手
に

で
き
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
皆
様
の
理
解
力
は

上
級
で
す
。 

 

動
功
の
部
門
で
は
昨
年
よ
り
と
て
も
流
暢
な
表

演
で
渋
い
、
未
熟
な
感
じ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
型
が

身
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
動
作
の
強
さ
、
速 



さ
、
身
体
の
霊
活
性
も
一
歩
前
進

の
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
楽
し
さ
や
余
裕
が
出
て
き
ま

し
た
。 

 

今
年
は
新
功
法
発
表
の
一
番

多
い
１
年
で
し
た
。
三
歩
功
の
他

に
は
十
字
訣
、
七
星
仙
人
功
、
古

仙
人
気
功
『
赤
鳳
髓
』
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

皆
様
は
一
生
懸
命
に
気
功
の

真
髄
を
表
現
し
ま
し
た
。
各
教
室

の
発
表
と
５
人
の
気
功
師
の
表

演
は
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
気
功
の

理
解
と
感
情
も
上
手
に
表
現
し

な
が
ら
体
を
動
か
す
能
力
と
意
念
が
結
合
し
ま
し

た
。
更
に
精
進
す
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
合
格

と
言
う
よ
り
“
妙
”
と
言
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
な

感
じ
が
し
ま
す
。
勿
論
個
人
的
理
解
で
表
演
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
再
研
究
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。
気
功
の
進
歩

は
そ
の
流
れ
で
す
。
１
分
の
努
力

は
１
分
の
収
穫
に
な
り
ま
す
。 

今
回
の
練
功
会
は
必
ず
皆
様
の

気
に
対
す
る
認
識
に
大
き
な
役
立

ち
が
あ
り
、
健
康
な
生
活
の
品
質

に
深
く
て
遠
い
影
響
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
気
功
に
対
す
る

熱
愛
精
神
に
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

 

 

于 

雷 

 

 
古
仙
人
高
級
気
功
４
６
式 

 

第
八
式 
容
成
公
静
坐 

５
千
年
前
の
仙
人
で
す
。
西
安
近
く
の
出
身
。 

自
身
が
仙
人
に
な
っ
た
平
涼
崆
峒
山
に
聚
仙
閣

と
い
う
道
観
を
作
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
仙
人
に

な
る
修
行
体
験
を
交
流
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

３
５
０
０
年
前
の
黄
帝
は
容
成
公
が
１
５
０
０

歳
の
時
の
弟
子
で
す
。
黄
帝
は
容
成
公
に
会
い
に

片
道
馬
車
で
１
週
間
か
け
て
６
回
訪
れ
ま
し
た
。

仙
人
が
開
山
し
な
け
れ
ば
凡
人
は
入
山
出
来
ま
せ

ん
。
黄
帝
は
容
成
公
の
友
人
、
広
成
子
仙
人
に
頼

み
ま
し
た
。
広
成
子
は
法
宝
の
番
天
印
を
投
げ
て

開
山
し
、
黄
帝
は
６
回
目
に
容
成
公
に
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

鳴
鼓
、
叩
歯
、
下
坐
の
３
つ
が
合
体
し
た
功
法
。 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
７
０
・
２
１
５
５
・
７
１
３
４ 


